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自
然
の
営
み
は
今
年
も
梅
か
ら

桜
、
つ
い
で
牡
丹
へ
と
次
々
咲
き
揃

い
、
私
た
ち
を
和
ま
せ
て
く
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
私
た
ち
の
日
常
は
コ

ロ
ナ
が
居
座
っ
た
こ
の
１
年
、
生
活

に
も
大
き
な
変
化
が
生
じ
ま
し
た
。

マ
ス
ク
を
着
け
る
こ
と
が
習
慣
化

し
、知
人
と
の
会
話
の
機
会
も
減
り
、

ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
る
日
々
と
な
り
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

私
た
ち
の
活
動
も
大
き
く
影
響
を

受
け
、
昨
年
の
三
月
一
日
か
ら
ガ
イ

ド
活
動
を
休
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
こ
と
は
当
会
三
十
有
余
年
の
歴
史

上
最
大
の
残
念
な
出
来
事
で
す
。

　

安
全
確
保
の
た
め
、
マ
ス
ク
着
用

と
手
洗
い
は
言
う
に
及
ば
ず
、
ガ
イ

ド
一
人
に
お
客
様
十
人
と
し
、
他
協
会
に
先
駆
け
て

の
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
フ
ェ
イ
ス

ガ
ー
ド
の
使
用
な
ど
可
能
な
範
囲
で
の
安
全
対
策
を

取
っ
た
上
で
、
十
月
一
日
か
ら
駅
前
ガ
イ
ド
を
除
き

再
開
し
ま
し
た
。

　

活
動
再
開
の
中
で
神
照
小
六
年
生
の
校
外
学
習
や

び
わ
中
三
年
生
の
竹
生
島
見
学
な
ど
地
元
の
児
童
・

生
徒
と
楽
し
く
触
れ
合
え
た
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
で
落

ち
込
み
が
ち
な
心
に
一
筋
の
光
が
差
し
込
み
ま
し

た
。

　

第
三
波
と
も
言
わ
れ
る
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
伴

い
、
再
び
三
月
末
ま
で
ガ
イ
ド
活
動
を
休
止
し
、
冬

の
長
浜
を
彩
る
盆
梅
展
の
ガ
イ
ド
が
出
来
な
か
っ
た

こ
と
は
「
無
念
」
の
一
言
に
尽
き
ま
す
。

　

当
会
は
『
観
光
ガ
イ
ド
』
の
団
体
で
す
。
そ
の
団

体
が
ガ
イ
ド
を
休
む
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で

す
が
、
お
互
い
の
安
全
の
た
め
一
時
的
措
置
と
し
て

感
染
防
止
に
は
個
々
人
の
判
断
を
尊
重

再
開
の
期
待
に
応
え
よ
う

休
止
を
決
断
し
ま
し
た
。

　

安
全
第
一
は
当
然
で
す
が
、
先
に
述
べ
た
「
ガ
イ

ド
を
す
る
」
の
目
的
に
向
け
、
関
西
圏
、
中
部
圏

を
は
じ
め
各
地
の
感
染
状
況
と
、
黒
壁
近
辺
の
賑

わ
い
や
活
動
再
開
に
期
待
を
寄
せ
ら
れ
る
声
な
ど
、

多
面
的
に
検
討
し
、
四
月
一
日
か
ら
全
て
の
活
動

を
開
始
し
本
来
の
形
に
戻
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
に
つ
い
て
の
判
断
は
個
々
人

に
よ
り
違
い
が
あ
り
、
そ
の
声
の
大
き
さ
も
異
な

り
ま
す
。

「
ガ
イ
ド
に
出
る
か
否
か
」
は
、
皆
さ
ま
個
々
人

で
決
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ガ
イ
ド
に
出
る
時
は
「
自
分
の
体
は
自
分
で
守

る
」
を
基
本
に
、
前
述
の
保
護
具
使
用
と
手
洗
い

な
ど
、
皆
さ
ま
と
ご
家
族
の
健
康
の
た
め
、
積
極

的
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

４月から本来の活動へ４月から本来の活動へ

理
事
長　

馬
場
智
章

１
．
検
温
な
ど
、
事
前
に
自
身
の
体
調
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．必
ず
マ
ス
ク
着
用
、極
力
フ
ェ
イ
ス
シ
ー

ル
ド
も
併
用
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．
イ
ヤ
ホ
ン
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

４
．お
客
様
の
体
調
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

待
受
け
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ガ
イ
ド
で
は
検
温
と

連
絡
メ
モ
の
作
成
も
お
願
い
し
ま
す
。

５
．
ガ
イ
ド
中
は
、
三
密
回
避
に
留
意
し
て

く
だ
さ
い
。

ガイドの前にチェック
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四
月
か
ら
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ガ
イ
ド
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、（
株
）
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
宿
泊
ツ
ア
ー
を
申
し

込
ん
だ
観
光
客
に
向
け
た
ガ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、「
地
元
ガ
イ
ド
と
歩
く
戦
国
浪
漫
の

宝
庫
秀
吉
の
城
下
町
・
長
浜
散
策
」
と
名
付
け
て
い

ま
す
。

　

Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
宿
泊
客
で
ガ
イ
ド
を
希
望
す
る
人
は
、

午
前
10
時
半
ま
で
に
長
浜
駅
の
改
札
口
に
来
て
、
標

識
を
持
っ
て
待
っ
て
い
る
ガ
イ
ド
に
、
宿
泊
客
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
ガ
イ
ド
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
ガ

イ
ド
の
予
約
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
お
客
が
あ

る
と
は
限
ら
な
い
し
、
人
数
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

案
内
コ
ー
ス
は
、

長
浜
城
址
▼
出
会
い
の
像
▼
豊
国
神
社
▼
曳
山
博
物

館
▼
大
通
寺
▼
北
国
街
道
▼
黒
壁
ス
ク
エ
ア

で
12
時
ご
ろ
に
解
散
し
ま
す
。

「
秀
吉
に
よ
っ
て
拓
か
れ
た
町
」
を
意
識
し
て
案
内

い
た
だ
く
こ
と
と
、
お
客
様
の
要
望
が
な
い
限
り

コ
ー
ス
を
変
更
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
四
月
か
ら
九

月
の
毎
日
曜
日
に
実
施
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
四
居
家
の
掲
示
板
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

Ｊ
Ｒ
ハ
イ
キ
ン
グ
へ
の
ご
理
解
と
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度
（
令
和
二
年
度
）
は

コ
ロ
ナ
流
行
に
よ
り
三
回
の
み
の
実
施
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。（
10/

24
国
友
、11/
11
、12/

5
竹
生
島
）

　

今
年
度
か
ら
部
と
位
置
づ
け
ら
れ
活
動
し
や
す

く
な
り
、
参
加
人
数
限
定
や
少
な
い
実
施
で
し
た

が
大
河
で
話
題
の
国
友
や
人
気
の
竹
生
島
の
コ
ー

ス
で
好
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
国
友
町

と
の
連
携
や
竹
生
島
コ
ー
ス
の
人
気
度
と
そ

の
後
の
長
浜
町
歩
き
へ
の
参
加
者
増

は
成
果
と
し
て
実
感
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド
は
コ
ー
ス
途
中

の
説
明
等
Ｊ
Ｒ
ハ
イ
キ
ン
グ
に
は
大
変
効

果
的
で
す
。

　

 

し
か
し
、
企
画
運
営
の
工
夫
や
困
難
さ

等
が
課
題
の
ひ
と
つ
で
す
。
そ
こ
で
、
新
年

度
（
令
和
三
年
度
）
に
向
け
て
企
画
運
営
へ
の
積

極
的
参
加
（
部
ス
タ
ッ
フ
と
新
企
画
募
集
等
）
や

Ｊ
Ｒ
ハ
イ
キ
ン
グ
の
ガ
イ
ド
出
動
を
強
く
お
願
い

し
ま
す
。
現
状
で
は
、
部
会
の
発
展
は
多
く
を
望

め
ま
せ
ん
。
ス
タ
ッ
フ
（
メ
ン
バ
ー
）
と
し
て
の

活
動
が
無
理
な
ら
、
企
画
の
み
で
も
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　

具
体
的
な
方
針
や
計
画
と
し
ま
し
て

①
会
員
が
、
負
担
な
く
取
り
組
め
る
活
動
（
長
浜

町
歩
き
や
竹
生
島
な
ど
）

②
イ
ベ
ン
ト
や
体
験
を
取
り
入
れ
た
活
動
（
盆
梅

展
、
長
浜
祭
や
黒
壁
ガ
ラ
ス
工
房
な
ど
）

③
長
浜
Ｖ
Ｇ
独
自
の
活
動
（
過
去
の
実
績
や
新
企

画
開
発
な
ど
）

④
地
域
の
商
店
や
団
体
等
と
連
携
し
た
活

動
（
国
友
町
歩
き
、
和
菓
子
作
り
な
ど
）

　

こ
れ
ら
が
実
施
で
き
た
ら
と
考
え
て
い

ま
す
。
繰
り
返
し
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

方
針
や
計
画
に
対
し
て
、
会
員
み
な
さ

ん
の
ア
イ
デ
ア
や
企
画
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
待
っ
て
い
ま
す
。

　

担
当
の
永
田
、
お
よ
び
ス
タ
ッ
フ
の
田

中
創
ま
で
よ
ろ
し
く
。

■
Ｊ
Ｒ
ハ
イ
キ
ン
グ2021
春
コ
ー
ス

◎
四
月
五
日
（
月
）
国
友
と
姉
川
の
桜
散
策

◎
四
月
一
八
日
（
日
）
竹
生
島
と
長
浜
町
歩
き

◎
五
月
一
日
（
土
）
六
瓢
箪
め
ぐ
り
と
総
持
寺
の

ボ
タ
ン

◎
五
月
二
二
日
（
土
）
三
成
の
地
と
横
山
城
跡

◎
六
月
一
八
日
（
金
）
竹
生
島
と
長
浜
散
歩

新
年
度
か
ら
の
取
り
組
み

事
業
部　

直
井
一
博

会
員
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を

企
画
募
集
と
ガ
イ
ド
出
動
希
望

Ｊ
Ｒ
部 

永
田
太
一

Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
宿
泊
客
に

長
浜
街
中
を
ガ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス

定
期
総
会
　

令
和
三
年
四
月
二
十
三
日
十
三
時
よ
り
　
　
南
郷
里
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
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御ご

幣へ
い

宿
と
軒
吊つ

り
提

ち
ょ
う
ち
ん灯

　

慶
雲
館
の
盆
梅
展
が
終
わ
る
と
湖
北
長
浜
に
も
い

よ
い
よ
本
格
的
な
春
が
訪
れ
ま
す
。
四
月
十
五
日
を

本
日
と
す
る
長
浜
曳
山
祭
も
数
多
く
の
仕し

来き
た

り
に

則
っ
て
着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
の
一
つ
に
御
幣
迎
え
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
長
浜
八
幡
宮
よ
り
神
の
依よ
り
し
ろ代
と
し
て
の
御

幣
を
い
た
だ
き
、
自
町
の
曳
山
の
前
柱
上
部
に
掲
げ

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
曳

山
が
神
聖
な
所
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
御
幣
は
、
夕
方
に
は
取

り
は
ず
さ
れ
、
御
幣
宿
に
預
け

ら
れ
ま
す
。
こ
の
宿
の
床
の
間

に
は
、
衣い

冠か
ん
そ
く
た
い

束
帯
装
束
姿
の
秀

吉
公
の
肖
像
画
が
描
か
れ
た
掛

軸
が
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
御

幣
も
そ
こ
に
安
置
さ
れ
ま
す
。

こ
の
御
幣
と
掛
軸
の
預
り
所
と

な
る
の
が
御
幣
宿
で
す
。「
神
様
は
新
し
い
所
で
お

休
み
い
た
だ
く
」。
と
こ
れ
ま
で
の
山
組
の
人
達
の

間
で
そ
れ
と
な
く
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

　

丁
度
こ
の
年
は
、
前
年
に
我
家
が
改
築
し
た
と
い

う
こ
と
で
も
あ
り
、
御
幣
宿
の
依
頼
を
う
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
期
間
は
十
三
日
〜
十
七
日
ま
で
の

五
日
間
で
す
。

　

玄
関
に
は
間
口
一
杯
に
幕
を
張
り
、
軒
下
に
は
大

き
な
提
灯
が
吊
る
さ
れ
ま
す
。
祭
り
の
期
間
中
御
幣

は
、
昼
間
は
曳
山
の
上
、
夜
は
御
幣
宿
の
床
の
間
、

と
移
動
が
繰
り
返
さ
れ
ま
す
。
祭
事
は
総
て
山
組
の

人
達
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
ま
す
。
宿
の
者
は
何
一
つ

手
出
し
口
出
し
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
唯
一
す
る
こ
と

と
言
え
ば
朝
夕
の
提
灯
の
出
し
入
れ
で
す
。

　
大
切
な
提
灯
が

　

と
こ
ろ
が
こ
の
単
純
な
作
業

を
私
は
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

宿
を
預
か
っ
て
二
日
目
の
朝
、

私
は
い
つ
も
よ
り
早
く
目
が
醒

め
ま
し
た
。
と
同

時
に
昨
夜
提
灯
を

取
り
入
れ
て
い
な

い
こ
と
に
気
が
つ

き
ま
し
た
。
慌
て

て
玄
関
に
走
り
ま
す
。
は
た
し
て
提
灯

は
あ
り
ま
せ
ん
。
寝
て
い
る
主
人
を
起

こ
し
て
家
の
周
り
を
探
し
ま
し
た
。
が

見
当
た
り
ま
せ
ん
。

「
ど
う
し
よ
う
、
山
組
の
大
切
な
提
灯

を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
。」

わ
た
し
の

長
浜
曳
山
祭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
佳
代

玄関に吊られた大提灯と御幣を持つ御幣使。

　

身
体
が
震
え
て
き
ま
し
た
。
や
む
な
く
寝
て
い
る

姑
の
離
れ
家
に
駆
け
込
み
ま
し
た
。「
お
母
さ
ん
！

提
灯
が
…
。」
と
言
っ
て
目
に
入
っ
た
の
が
廊
下
の

角
に
縮
め
ら
れ
て
い
る
あ
の
大
き
な
提
灯
で
す
。

「
あ
っ
た
！
」

　

姑
は
「
大
切
な
御
幣
宿
を
お
預
か
り
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。」
と
の
思
い
か
ら
、
就
寝
前
に
は
家
の

周
り
を
見
て
廻
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
こ
で
片
づ
け

忘
れ
の
提
灯
を
見
て
取
り
込
ん
で
く
れ
た
と
の
こ
と
。

「
お
母
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。」

　

驚
き
と
安
堵
と
感
謝
の
入
り
混
じ
っ
た
涙
が
こ
ぼ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
何
十
年
経
つ
で
し
ょ
う
か
。
今
で
も
御

幣
宿
に
吊
さ
れ
る
大
き
な
提
灯
を
見
る
度
に
、
若
か

り
し
頃
の
苦
い
想
い
出
と
、
未
熟
な
嫁
を
厳
し
く
も

深
い
慈
愛
の
心
で
育
て
て
く
れ
た
、
今
は
亡
き
姑
を

な
つ
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

曳山の左前柱上部に掲げられた御幣。

定
期
総
会
　

令
和
三
年
四
月
二
十
三
日
十
三
時
よ
り
　
　
南
郷
里
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
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長
浜
観
光
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ガ
イ
ド
協
会
会
報

「
魞
の
湖
」　
第
一
五
〇
号

　
令
和
三
年
四
月
一
日
発
行

　
発
行
人
・
馬
場
智
章
／
編
集
人
・
山
﨑
喜
世
雄

　
発
行
所
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
長
浜
観
光
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ガ
イ
ド
協
会

長
浜
市
元
浜
町
14-

12　
四
居
家
内

令
和
2
年
の
長
浜
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
活
動
に
つ
い
て

１
．
４
月
か
ら
12
月
ま
で
の
期
間
に
、
１
回
以
上
駅
前
（
案
内

所
含
む
）、
待
受
、
曳
博
、
一
般
ガ
イ
ド
を
お
こ
な
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。

２
．
全
体
集
会
は
3
回
開
か
れ
ま
し
た
が
、
1
回
以
上
出
席
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

３
．
総
会
（
４
月
）
が
、「
委
任
表
決
」
と
な
っ
た
こ
と
を
ど
う

思
い
ま
し
た
か
。

　
（
や
む
を
え
な
い
）　

　
（
開
催
す
べ
き
だ
）　

　
（
わ
か
ら
な
い
）

４
．
ガ
イ
ド
協
会
の
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
あ
な
た
は
何

で
知
り
ま
し
た
か
。（
複
数
可
）

　
（
出
動
決
定
票
）　　
　
　
　
　

　
（
四
居
家
掲
示
板
）　　
　
　
　

　
（
魞
の
湖
）　　
　
　
　
　
　
　

　
（
魞
の
湖
通
信
）　　
　
　
　
　

　
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
会
員
掲
示
板
）

　

そ
の
他
（　

）

５
．
協
会
が
主
催
し
た
研
修
会
に
は
参
加
し
ま
し
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　

６
．
Ｊ
Ｒ
ハ
イ
キ
ン
グ
に
、
ガ
イ
ド
ま
た
は
一
般
参
加
者
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
か
。

令
和
3
年
度
の
長
浜
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
活
動
に
つ
い
て

７
．
あ
な
た
が
新
年
度
に
取
り
組
み
た
い
ガ
イ
ド
活
動
は
ど
れ

で
す
か
。（
複
数
可
）

　
（
駅
前
・
待
受
け
）

　
（
街
中
）

　
（
竹
生
島
）

　
（
曳
山
博
物
館
）

　
（
盆
梅
展
）

　
（
鉄
道
遺
産
）

　
（
大
通
寺
）

　
（
安
藤
家
）

　
（
Ｊ
Ｒ
ハ
イ
キ
ン
グ
）

　

そ
の
他
（　

）

８
．研
修
会
で
あ
な
た
が
参
加
し
た
い
も
の
は
ど
れ
で
す
か
。（
複

数
可
）

　
（
英
会
話
研
修
会
）

　
（
県
外
研
修
会
）

　
（
イ
ベ
ン
ト
研
修
会
）

　
（
文
化
財
研
修
会
）

　
（
日
本
遺
産
研
修
会
）

　
（
新
入
会
員
研
修
会
）

　
（
個
人
別
研
修
）

　
（
交
流
研
修
会
）

　
（
湖
北
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
関
す
る
研
修
）

ガ
イ
ド
調
査
に
つ
い
て

９
．
ガ
イ
ド
出
動
調
査
の
方
法
で
あ
な
た
が
対
応
で
き
る
も
の

は
次
の
ど
れ
で
す
か
。

　
（
従
来
方
法
のFA

X

ま
た
は
手
渡
し
）　

　

(

パ
ソ
コ
ン
E
メ
ー
ル)　

　
（
ス
マ
ホLIN

E

メ
ー
ル
）

10
．
あ
な
た
が
可
能
な
連
絡
方
法
は
つ
ぎ
の
ど
れ
で
す
か
。（
複
数
可
）

　
（
電
話
）　

　
（
携
帯
電
話
）　

　
（
ス
マ
ホ
メ
ー
ル
）　

　
（
E
メ
ー
ル
）　

　
（FA

X

）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
の
ガ
イ
ド
活
動
に
つ
い
て

11
．
ガ
イ
ド
活
動
再
開
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
ど
う
考
え
ま
す
か
。

　
（
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件
）

　
（
県
内
の
近
接
ガ
イ
ド
協
会
と
一
斉
が
条
件
）

　
（
県
内
感
染
者
が
一
桁
に
な
る
の
が
条
件
）

　
（
感
染
予
防
策
を
徹
底
で
き
る
こ
と
が
条
件
）

　
（
会
員
の
過
半
数
が
同
意
す
る
こ
と
が
条
件
）

　
（
運
営
委
員
会
で
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
条
件
）

　
（
わ
か
ら
な
い
）

イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド
に
つ
い
て

12
．
イ
ヤ
ホ
ン
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
あ
な
た
は
ど
う
お

考
え
で
す
か
。

　
（
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
効
果
が
あ
り
安
心
）

　
（
ス
ピ
ー
カ
ー
装
置
よ
り
ス
ト
レ
ス
が
な
い
）

　
（
お
客
さ
ん
へ
の
使
用
説
明
に
手
間
取
る
）

　
（
事
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
面
倒
）

　
（
使
い
た
く
な
い
）

　
（
使
っ
た
こ
と
が
な
い
）

Ｊ
Ｒ
ハ
イ
キ
ン
グ
に
つ
い
て

13
．
あ
な
た
が
取
り
組
み
た
い
と
思
う
企
画
は
ど
れ
で
す
か
。

　
（
テ
ー
マ
が
気
に
入
っ
た
企
画
）

　
（
集
合
駅
と
解
散
駅
が
住
ま
い
に
近
い
企
画
）

　
（
歩
く
距
離
が
10
キ
ロ
未
満
の
企
画
）

　
（
登
山
が
含
ま
れ
て
い
る
企
画
）

　
（
竹
生
島
が
含
ま
れ
て
い
る
企
画
）

　

そ
の
他
（　

）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

14
．「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
長
浜
観
光
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ガ
イ
ド
協
会
」
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
、
Ｐ
Ｃ
ま
た
は
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
閲
覧

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。　
　
　
　
　
　
　

15
．
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
に
、「
協
会
の
広
場
」
や
「
会
員
掲

示
板
」
と
い
う
ペ
ー
ジ
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ガ
イ
ド
活
動
全
般
に
つ
い
て

16
．
新
入
会
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
研
修
に
協
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
か
。

17
．
全
体
集
会
は
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
が
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。

　
（
毎
月
）（
１
か
月
お
き
）（
3
か
月
に
一
度
）（
年
に
3
度
）

18
．
協
会
の
運
営
を
担
う
活
動
で
あ
な
た
が
参
加
し
て
も
よ
い

と
思
う
も
の
は
ど
れ
で
す
か
。（
複
数
可
）

　
（
庶
務
）

　
（
ガ
イ
ド
係
）

　
（
広
報
担
当
）

　
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
係
）

　
（
研
修
会
）

　
（
Ｊ
Ｒ
ハ
イ
キ
ン
グ
）

　
（
渉
外
）

■
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告

　
三
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
は
、
左

記
の
通
り
で
し
た
。
サ
ン
プ
ル
数
25
（
男
17
／
女
8
）

は
い

い
い
え

１
か
月
お
き

は
い

い
い
え

１
か
月
お
き

は
い

い
い
え

１
か
月
お
き

＊
注
　
棒
グ
ラ
フ
の
最
長
が
サ
ン
プ
ル
総
数
で
す
。
棒
グ
ラ
フ
の
長
さ
は
比
例
配
分

し
て
い
ま
す
。
コ
メ
ン
ト
は
、
別
の
機
会
に
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


